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◆令和５年度決算のポイント

■令和５年度決算のポイントは、以下のとおりです。詳細は、次ページ以降をご覧ください。

① 道路料金収入は、前年度から２０億円増加し、６９９億円となりました。

② 道路管理費は、前年度から４億円増加し、３０６億円を充てました。

大規模修繕等の補修工事、道路設備の更新工事などを実施しました。

③ 償還準備金繰入（借入金の返済に充てた額）は、前年度から１６億円増加し、３３０億円を繰り入れました。

償還準備金（償還準備金繰入の累計額）は、前年度から３３０億円増加し、８，３６３億円となり、償還率は

前年度と比べ１．９ポイント向上し、５０．０％となりました。
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◆ 令和５年度損益計算書の概要

■ 収益の状況･･･○ 収益の総額は７０１億円で、そのほとんどがお客様からの道路料金収入となっています。

○ お客様からの道路料金収入は、前年度から２０億円の増加となりました。

■ 費用の状況･･･○ 費用の総額は、７０１億円であり、主なものは、道路の維持補修や料金収受などに要した道路管理費３０６億円
（消費税納付金含む。）、業務外費用（借入金利息など）４８億円及び借入金の元金返済に充てた償還準備金繰入
３３０億円となっています。

○ 償還準備金繰入は、収益・費用の状況により、前年度から１６億円の増加となりました。

（注） 端数処理の関係上、計及び前年度比において合わないことがあります。
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（単位：百万円）

５年度 ４年度 ５年度 ４年度

A B A-B A/B(%) A B A-B A/B(%)

30,605 30,209 396 101.3 69,980 68,024 1,956 102.9
道路管理費 30,601 30,189 412 101.4 道路料金収入 69,910 67,921 1,988 102.9
（内消費税納付金） (4,046) (3,363) (683) マイレージ還元負担金収入 1 8 △ 7 10.2

貸倒引当金繰入 1 2 +0 77.3 マイレージ引当金戻入益 6 43 △ 37 13.1

マイレージ還元負担金 3 18 △ 16 13.7 業務雑収入 64 52 12 122.4

マイレージ引当金繰入 0 皆減

1,650 1,610 40 102.5

4,812 4,954 △ 142 97.1 100 141 △ 42 70.6

(4,644) (4,787) (△142)

37,067 36,773 294 100.8

33,013 31,392 1,621 105.2

70,080 68,165 1,914 102.8 70,080 68,165 1,914 102.8

 事業資産管理費

小計（管理費用）

 業務外収益

 （内借入金利息）

 業 務 収 入

 一般管理費

 業務外費用

償還準備金繰入

合　　計 合　　計

費　　用　　の　　部 収　　益　　の　　部

前年度比
勘定科目

前年度比
勘定科目



◆ 令和５年度貸借対照表の概要

（注）端数処理の関係上、計及び前年度比において合わないことがあります。

■ 資産の状況･･･○資産の総額は１兆７，１００億円となっています。このうち道路資産は１兆６，７８４億円であり、資産全体の

９８％を占めています。

■ 負債及び
資本の状況

･･･○負債及び資本の総額は１兆７，１００億円であり、主なものは、道路債券を含む借入金５，３５７億円※、元金返

済に充てた償還準備金８，３６３億円、設立団体の愛知県・名古屋市からの出資金３，２１７億円となっています。

 （単位：百万円）

５年度 ４年度 ５年度 ４年度

A B A-B A/B(%) A B A-B A/B(%)

7,259 13,019 △ 5,760 55.8 66,510 67,666 △ 1,156 98.3

 現金・預金など 77 5,905 △ 5,828 1.3  １年以内返済予定長期借入金※ 58,423 58,054 369 100.6

 未収金 7,184 7,116 68 101.0  未払金など 8,087 9,613 △ 1,525 84.1

 貸倒引当金 △ 1 △2 +0 77.3 485,448 513,650 △ 28,202 94.5

1,701,920 1,690,741 11,179 100.7  名古屋高速道路債券※ 390,800 409,300 △ 18,500 95.5

 道  路 1,678,376 1,678,378 △ 2 100.0  政府借入金※ 33,886 39,508 △ 5,622 85.8

 道路建設仮勘定 23,246 12,050 11,196 192.9  県・市借入金※ 35,379 38,268 △ 2,889 92.5

 有形固定資産など 298 313 △ 15 95.3  市中銀行等借入金など※ 17,219 18,472 △ 1,253 93.2

796 896 △ 100 88.8  退職給与引当金 1,137 1,071 66 106.2

 ＥＴＣマイレージ引当金 5 11 △ 6 48.2

 資産見返交付金 7,022 7,022 0 100.0

836,349 803,337 33,013 104.1

 償還準備金 836,349 803,337 33,013 104.1

321,668 320,003 1,665 100.5

1,709,976 1,704,656 5,319 100.3 1,709,976 1,704,656 5,319 100.3

資　　産　　の　　部 負　債　及　び　資　本　の　部

前年度比 前年度比

資　産　合　計

勘定科目

 流 動 負 債

 固 定 負 債

 特別法上の引当金等

 基本金（県・市出資金）

負 債･資 本  合計

 流 動 資 産

 固 定 資 産

 繰 延 資 産

勘定科目
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◆ 会計処理の特徴

参考資料

■ 「道路資産」の額と「償還準備金」の額の対比により、道路に投下した資金の償還状況がわかるしくみに
なっています。

■ 借入金の返済に充てた年度の「収支差」（収益と費用の差）を「償還準備金繰入」 として費用に計上し、
その累計額を「償還準備金」として貸借対照表の負債の部に計上しています。

■ 有料道路事業は、出資金・借入金により道路を建設し、お客様からの料金収入により返済していくもので
あり、全ての返済を終えると、本来の道路管理者に引き渡すことになっていることから、借入金が着実に
返済されているかどうかを会計処理において適切に把握することが重要です。

■当公社では、企業会計原則に準じた会計処理を行っていることにより、財政状態や経営成績が明らかに
なっております。

■ 「道路資産」においては、企業会計上一般に採用されている減価償却費を計上しておりません。
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